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オ レ ー シ ャ ト 行 とて 書 か ざる 日 な し」 に お け る

　　　　　　　　　　　「私」の 創造

岩 　　本 　　和 　　久

1 ． 自己愛 と創造

　作者 は 主 人公 を語 る 。 フ ロ イ トな らば
，

主 人公 を作者の 「分身」 とみ な す だ

ろ う。 作者 は 自分 を主 人 公 に 同 一 化 し ， 主 人 公 を 自 らの 「分 身」 と す る 。

1
こ

の 自己愛的な 芸術家像 を全 て の 作家 に 求め る こ とは で きな い に せ よ ，
こ う した

作家 は確 か に 存在 す る 。 た と え ば
，

ユ
ー

リ イ ・オ レ ー
シ ャ 。

　 ジ ョ ル コ フ ス キ イ は ． 自己愛 の 観点か ら鏡像 とい う主題 を論 じた文章 の 中で ，

オ レ ー シ ャ に 言 及 して い る 。

2
ま た

，
こ の 作家 の 自己 愛的性格 は 回 想 で も語 ら

れ て い る 。 た と えば
．

ス ラ ー ヴ ィ ン の 回 想 。

Bero 　MegTe 　o 　 cnaBe 　6Nflo 可 To −To 　ReTcKoe ，
　EaHBHoe

，
　 TeaTpanbHoe ．

OH 　Nsamgan 　ll！yMa 　SOKpyr 　ce6fl
，
9TO6 韮 a 　Her   yKaBNeanH 　fianhllaMM

Ha 　ygRqe ，
　Kag 　fia 　TonOToro ： KBOT ◎nema ！h

Ero 　He ・H 且 rpeqllZE 　op ：eHOM ．　OH 　GTpaA 肌

na ｝KO 　MeXKite 　06M 胆 caMoaK ）61ifi　Tep3aa ”　ero ．

彼 の 栄 光 の 夢 に は な に か子 供 っ ぽ い ． ナ イ ー ヴ な ， 演劇的な もの が あ っ た 。 彼 は 周

囲 の 評 判 に飢 えて い た 。 「ほ らオ レ
ー

シ ャ だ」 と， トル ス トイ の よ うに 街 で 指差 さ

れ たか っ た の だ 。

彼 は 勲 章 を もら え な か っ た 。 彼は苦 しん だ 。

自尊心 が 少 しで も傷 つ け ら札 る と
， 彼 は ぼ ろ ぼ ろ に な っ た 。

3
　（以 下． 訳 文 は岩 本

に よ る ）

　 ス ラ
ー

ヴ ィ ン は ， 「自分 は 他 の 人 間 と は 違 う」 と い う オ レ ー シ ャ の 言 葉 も伝

え て い る 。

4
ア ボ ル ス キ イ は ， 疎開先 の ア シ バ バ ー トで

， オ レ ー シ ャ が わ ざ と

パ X ポ
ー

トを持 た ず に 銀行 に 出 か け ， 皆が 自分 を知 っ て い る は ず だ と主 張 して

行員 を困 らせ た こ と を回 想 して い る 。

5

　 こ の よ うな言動 は ， 通常 ， 否定的 なもの とみ なさ れ る 。 確 か に 「自己愛」 と

い う言葉 に は 病的 な響 きが ある 。 しか し
， 現在 の 精神分析や 自己心 理 学 は 自己
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愛 に つ い て ， 芸術創造の 原動力 と な りうる もの と考 えて い る 。

6

　オ レ ー シ ャ の 場 合 も， 自己愛 は 創造 に つ なが る 。 彼 は 自分 の 姿 を主 人公 に 重

ね る の だ 。 f三 人 の ふ と っ ち ょ亅（1928）， 『羨 望亅（1927），
　 rチ ェ

ー ン 』（1929），

『私 は 過 去 を眺 め る 亅（1929）， 『人 間 の 素材亅（1929）な ど
， 彼 の 作品 の 多 くは 自

伝 的 な 要素 を含 ん で い る 。

　 また ， オ レ ー シ ャ 自身が 主 人 公 と作者 を同
一

化す る次 の よ うな発言 を行 な っ

て い る 。 た と えば ， 『羨望』 の 主 人公 カ ヴ ァ レ ー ロ フ に つ い て 。 あ る い は ， 芸

術 家 の 役割 に つ い て 。

Aa ，
　KaBaAePOB 　CMOTpeil 　Ha 　Mnp 　MonMH 　rnasaMU ．

そ う， カ ヴ ァ レ
ー

ロ フ は 私の 目で 世界 を見 て い た の だ 。

7

MN ，　TpHJUEaT “ lleTHue 　HHTen πMreHTN ，　 non ？KHbl 　n ”oaTs 　Toxb ”o 　o　Ge6e ．

我 ら ， 30歳 の 知識 人 は 自分の こ とだけ を書 か ね ば な らな い 。

8

　 こ の よ うに 語 る オ レ ー シ ャ だ が ， 彼 の 初期小説 は 虚構の 作品 だ っ た 。 主 人 公

と作者 は 別 の 人 間 だ っ た の で あ る 。

　オ レ
ー

シ ャ が 作者 自身 を主 人 公 と して 設 定す る よ うに な っ た の は
，

1930年発

表 の 『作家 の 手記亅 （後 に 『世 界 で 』 と改 題 ） 以 降 の こ と で あ る 。 以 後 ，
オ

レ ー シ ャ は 自分 自身に つ い て 語 る断片 を書 き溜 め て い っ た 。 そ れ らの 大 部分 は

生 前 に は 発 表 され な か っ た が
，

死 後 f一 行 とて 書か ざ る 日 な し亅（1965）と して

刊 行 さ れ た 。

　こ の 文 章 の 目的 は
， 自己 愛 と い う性 格 を念頭 に 置 きなが ら， 『

一
行 とて 書 か

ざる 日 な し亅 に お け る 作 者 と主 人公 の 関係 を考察す る こ とで あ る 。 作者 自身が

主 人公 と して 設 定 さ れ て い る とは い え ，
二 人 は 同 じ人物 で は な い

。
パ フ チ ン が

言 う よ うに ， 芸術的散文 に お い て は 作者 と主 人公 の 二 人が 必 要 な の だ 。

2． 私 は誰 なの か ？

　私 は 誰 なの か ？こ の 問 い は 自伝 を 書 く た め の
一

つ の 動機 と な りう る だ ろ う 。

　 『日の 出 前亅 を書 い た ゾ ー シ チ ェ ン コ の 動機は 「自分 は なぜ 不幸 な の か ？」

だ っ た 。 『
一

行 とて 書 か ざる 日 な し亅 の 記 述 も こ の 問 い に 支 え ら れ て い る 。
こ

の 作品の 中 で オ レ ー シ ャ は 次 の よ うに 語 る 。

KTo 　7Ke 　fi？ Kro ？ 3ToT 　BoEpoo 　HaAo 　pa3pemMTb ，　orPBeTHrrh 　Ha 　Hel −o ．
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私 は誰 な の か ？　誰 なの か ？　 こ の 問 題 を解決 しな け れ ば な ら な い 。 そ れ に 答 え な

けれ ば な らな い （42の 。

鏡像 と自己の 分 離 の 感覚 を描 い た 次 の 断片 も，
こ の 問い と開係 す る もの だ ろ

う．

MD 抂 田 丁 　6矼 TL
，
　 Boo6 皿 e　HeT 　翩 　11allN ， 田 亙 MaMH

『『一
　ff　 o 凪ma ？　Hu

6a6ymKH ，　HH 　GeGTPH
一

〇 AMH ？ KTe 　fi？ A ？ KTO 　fi？ TOT ，　Ha 　 Koro 　fi

GMOTPK ｝ 9e 皿 e　 TeMHoe ，　KaK 　fiOAa ・ 3ePKano ・ Ee 　OTBegaeT ・

も し か し た ら． パ パ も マ マ も ま る で存 在 して お らず ， 僕 は 一 人 ぼ っ ち な の だ ろ う

か ？　祖 母 も姉 もお らず ，
一

人 なの だ ろ うか ？　 僕は 誰 な の か ？　 で は僕 は 誰 なの

か ？　 ま だ 暗 い ． 水の よ うな鏡 の 中 に映 る 者 は ，答 え ない （389．）。

こ の 作品で は 自己 の 起 源 に つ い て の 問 い も繰 り返 され て い る 。

H ， ecTecTBeHHo ，
　He 　fioldHK ）

，
　Haft ∬ poAH3cfi ，

　MoMeHTa 　po 衽ζAeHHH ．〈一・＞

BcaMoM 　Aelle ，
9Te 　HbdeHHo 　uepB   e 　BoouoMHHaHue ？

自然 な こ とだ が ， 生 まれ た 時 の こ と を， 誕 生 の 瞬 間 を私 は覚 えて い ない
。 （…）実

際 の と こ ろ ，最初 の 印象 とは ど ん なもの なの だ ろ う ？（344）

O π HO 　 ne 　 Kpe 皿 KO 　 3aoeB 皿 HX 　 B 　 Hao 　 llcenaHWt 　 eeTb 　 llteHaHvae

HPHHOMHmb 　E θPBoe 　Ha 皿 e 　B 鉦 egaTJIeHHe 　 O 　MRpe ，　B 　KO 「ropOM
　

MK

HagaElH 　MHTb ．

我 々 を強 くと ら え て い る欲 求 の
一

つ は
， 我 々 が 生 きる よ うに な っ た 世界 に つ い て の

最 初 の 印象 を思 い 出 す こ と だ 〔345）。

nePBoe ，　q τO 　fi　IIOMHK ）
，

−
am 　MeHfl 　HeCYT

，　 BaflB 　ne 　BagHbi ・

私 が 思 い 出す最初 の こ と， それ は私 が 風 呂桶 か ら取 り出 され ． 運 ばれ て い る こ とだ

（345）。

　こ の 作 品を書 くオ レ ー シ ャ は ， 誕 生 だ け で な く死 を も意識 して い た 。 繰 り返

し語 ら れ る 死 の 不 安 も また ， 自己 に つ い て の 問 い に つ なが る もの だ 。

Hano 　ne “fHUTb
，
9TO 　CMePTb 　3TO 　 Hg 　HaKa3aKKe

，
　He 　 ” a3Hb ・

死 と は罰 で な い こ と， 刑 で な い こ とを思 い 出 さ なけれ ば な らな い ｛542）。

Ha 爪o 　uallBcaTb 　KIIRrY 　o　npo 取 aHHH 　C　MHPOM ・
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こ の 世 界 との 別 れ に つ い て の 書物 を書 き終 え なけれ ば な ら な い （558）。

丿曳a3ApaBGTBYeT 　Mnp 　6e3　MeHA ．

私 の い な い 世界 よ，万 歳 （533）。

M【HorAa 　r匸pzxoRHT 　B 　roaoey 　Muoab
，

9Po
，　Bo3 ｝do ）ecHo

，
　Grrpax 　c 】頭 epTM

ecTb 　He Ψ 『o 　fiHoe ，
鯉 a 靦 Boc 皿 o ）tMHaHHe 　o 　cTpaxe 　poEtneH 劉 fi．

しば しば 頭 に 浮か ぶ 考 え だ が ， 死 の 恐怖 と は， もしか す る と
， 誕生 の 恐 怖 を思 い 出

す こ とな の か も しれ ない （344）。

　　卜 行 と て書 か ざる 日な し亅 を書 くとい う行為 自体 ， 死 の 恐怖 に 発 して い る 。

執 筆 とは 人 生 を書物 に 変容 し ， 自分 を保存 す る行為 な の だ 。

3TH 　3allKCR
−

Bce 　3TO 皿 OllEITKU 　BOOOTaHOBKTh ｝K 胚 3Hb ．

こ の 手記 の 全 て は
， 人生 を再構築 しよ うとす る 試 み で あ る （363＞。

HHgero 　He 　Aon7KHO 　mm6aTL 　n3 　Ea 皿 caHHoPo ．

書 か れ た もの か ら は 何 も失 わ れ な い は ず だ （343）。

HyiiCEO　coxp 裂H 露 Tb 　Bce ．3TO 麗 eCTb
−

EHgra 、

全 て を保存 しな け れ ば な らな い
。 そ れ が つ ま り，書物 な の だ （344）e

3 ． 「私」 の 創造

　　『
一

行 とて 書 か ざ る 日 な し』 で 「私 と は 誰か ？」 と い う問 い が 発せ られ て い

る と して ， そ こ で は どの よ うな 「私」 が 提示 され て い る の だ ろ う ？

　書 くこ と で 死 を 克 服 し よ う と した オ レ ー シ ャ が 記 す 「私 」， そ れ は 年 老 い て

書け な くな っ た 「作家 」 と して の 「私 」 で あ る 。

H 　60xeH；y　Me 朋 60ne3Hb　ePpa3bi〈… 〉・

私 は病 ん で い る 。 私 の 中で 文 章 が病 ん で い る の だ 〈…〉（344）。

HTaK
，

荘 OOBep 皿 eHHo 　yTpaTmI 　euoeo6HoeTh 　nEcaTh ．

そん なわ けで ，私 は 書 く能力 を完 全 に 失 っ て し ま っ た の だ （370）。

　こ う した 「書 け ない 作家」の イ メ ー ジ は 放浪す る 芸術家 の イ メ ー ジ と結 び つ

く。 『
一

行 と て 書 か ざる 日な し亅 で は ボ ー や ワ イ ル ドへ の 言 及 が 繰 り返 され
，

そ れ が ア ル コ ー ル 中毒 に 苦 しむ オ レ ー シ ャ の 姿 に 重 ね ら れ る 。 こ う し た 「老

い 」の 姿 を作 家 は嫌 う 。

一
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MBapyr 　Ha 　Mono μoro 　MeHH ，　KOTOPHti 　BRYTPU 　H 　CHapy 」itM ・ B3ep 「tflne
・

OMOTPMT 　OTap 皿 ｛．　〈…　）　HeT ，　A 　謹e 妊 電y　B 　HagBOtVBe 　Topo 　コ藍e　嚠 亘 ”
，

KOTOPNfi 　fieman
，
　eCOVAa 　A　6Hn ！ganhg − KoM ．（… ＞Teu θPh　HaG 双Boe ，　fi

HTOT ．

ふ と気 が 付 く と ， 鏡 の 中 で は
， 内 面 も外 面 も若々 し い 私 を老 人 が 眺 め て い る 。

〈… 〉 違 う， 私 は 子 供 の 時 と同 じ 「私」 と して
， 横 に な っ て い る の だ 。 〈…〉今 や

我 々 は 二 人 なの だ 。 私 とあ い っ と で （459）。

　自ら を 「少年」 の 姿で 考え る作家 の 前 に 「老い た 」鏡像が 現れ る 。
こ の 引 用

で オ レ ー シ ャ は 自ら の 「老 い 」 を認 め ず ， 鏡 像 と語 り手は 分 裂す る 。 こ の 部分

は 明 らか に 『ドリ ア ン ・グ レ イの 肖像亅 を踏 まえ て い る が ， 注 意 すべ き こ とは ．

「美 しい 姿 j が ドリア ン の よ うな 「若者」で は な く， 「子供」で ある こ とだ 。

　 「子供」 の 姿 に魅 了 され て い る オ レ ー シ ャ は
， 幼年期 の 思 い 出 を物語 る 。 幼

年期 に 入 々 は彼 の 顔 が 父 親 に 似 て い る と語 っ た 。 だが オ レ ー シ ャ の 前 の 鏡像 は ．

父で は な く母 に 似て い た の で あ る 。 そ して 彼 は こ の 女 性 的 な 「美 しい 」鏡像 に

魅 了 さ れ て い く。

董！3 　Moero 　earpfiBHeffHoT ’o 　BCfiKMNtg 　fiegueTlilME 　皿OM 凹 eaaMli 韮 H 取a

MaabgUKa
一 llpeEpaOHoe 　nnqo 　MaTepu1 ＜…　＞qeM 　Ta 醒 HeTBe ヨHe 藍

，　qeM

6』 H 簸｛eKPtePBoli 　 xro6 田 OTa 亘OB 珊 ao ら 澱 3Hb 超 09 盞 Ay 皿 9
，　 Te 麗

」｛BCTeeHNeu 　 UPOCTy ロ ano 　OXOACTBO 　c 　 1gaTePbm ．

あ らゆ る不潔 な考 えで 汚 され た 子供の 私 の 顔 か ら ， 美 しい 母 の 顔 が 見 て い た の だ ！

（…〉私 の 心 の 生が 秘密 め くほ ど
． 初恋 に 近づ くほ ど ， 母 との 類似 は は っ き りと滲

み 出て きた （347）。

　 『
一

行 とて 書 か ざる 日 な し亅 は 多くの 部分 が 幼年期 の 回想 に割 か れ て い る 。

そ れ は オ レ ー一シ ャ が 「美しい 子供 の 顔」 に 魅了 され て い るか ら に 他 な らない
。

こ の 「美 しい 子供 の 顔」 と結 びつ い て い る の が ， 物語 的 な 「幽閉 さ れ た 王子」

の イ メ ー ジ で あ る 。 幼年時代 に 「世 継 ぎ HaCMeAHvaK 」 と呼 ば れ て い た こ と ，

貴 族 の 息子 で あ る こ と を 理 由 に 中庭 で 隣家の 子供 た ち と遊 ぶ こ と を禁 じられ て

い た こ と ，
こ う した思 い 出が 繼 閉 され た 王 子」 の イ メ ー ジ を生 み 出す の だ 。

　自由 を奪 わ れ た 高貴 な少年 とい うイ メ ー ジ は ， 「三 人の ふ と っ ち ょ 亅 で も用

い られ て い る 。 跡 継 ぎ と して 育 て ら れ た が ゆ え に ， 自由 を失 う王 子 トゥ ッ テ ィ

は ， オ レ ー
シ ャ 自身の 思 い 出 に 由来す る 形象なの で ある 。

9
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　 「老 人」 と 「子供」 とい う二 つ の イ メ ー ジ は
， そ れ に つ い て 語 る オ レ ー シ ャ

自身 と きれ い に 重なる もの で は ない 。 そ れ ら は作者 に よ っ て 創造 さ れ た 虚構 の

イ メ ー ジ で ある 。

　 こ れ らの イ メ ー ジ を規 定す る権力 は 作者 の 手 に 握 ら れ て い る 。 こ の こ と を端

的 に 示 す の が ， 「母 に似 た鏡 像」 をめ ぐる 少年 オ レ ー シ ャ と周 囲 の 大 人 た ち の

や り取 りだ 。 大 人 た ちは ， 少年 を 「父 に 似 て い る 」 と規 定す る 。 少年 は こ の 規

定 に 反駁 し ， 周囲 の 大人 た ち を ， そ して 読者 を説得す る 。

MHeHRe
，

9To 　 ” lloxo ・K 　 Ha 　oTqa
，　yTBepAHnocb 　HaoToilbKo 　Kpe ・・Ko ，

　qTo ，

mBT ・P・・m
，
　Ha 」・o 　M 躪 cMefintt 。 b ！ 〈… ＞ 0 胆 麒 ・ ” ・ HeMH ・ Py ” ApyrHe

CTaam 　BOOKfiHqaTb ： “r【OXO ｝K　Ha 　MaMy ！・・

私が 父 に 似 て い る と い う考え は
，

とて も強 く根づ い て い た の で ，繰 り返 す が ， 私 は

笑わ れ た の だ ！ 〈…〉 だが ， 少 しず つ 他 の 人 た ち も叫ぶ よ うに な っ た
。 「マ マ に 似

て い る ！」（347）

4、 小説 か ら回想 へ

　こ こ ま で に指摘 した 『
一

行 と て 書 か ざ る 日な し』 の 特 徴 は
， 長 編 『羨望』 を

始め とする オ レ ー シ ャ の 先行作品 に も多く見 られ る もの で あ る 。

　た と え ば ， 「美 しい 子 供」 と 「老 い た 芸 術 家 」 の 対面 とい う主 題 。
こ の 構 図

は 「子 供」 を 「若者」 に 変 形 した形 で 『羨望 』 に 登場す る 。 老 い た イ ヴ ァ ン と

若い カ ヴ ァ レ ー ロ フ が ， 鏡 を挟 ん で 向 き合うの だ 。

lo

　同 じ構 図 は ま た ，
エ ッ セ イ 「文学 の 技術」（1934）に も出現 す る 。 そ こ で 語 ら

れ て い る 戯曲 で は い ず れ も 「私」 の 分 身で あ る 「老 人」 と 「若 者 」が 対 面 す る 。

3Torr　CTaPUK 　6Hn 　n ．　＜…　＞　B　KOHqe 　耳e 敢CTBH π 　OTKpoeTC 霞　ABePb 　M

B ・蛾 y 亘 ． 〈… 〉 月 一
駐 闘 瓜e ”pnBeTnuB ・ yxN6asealer ・ c 矼 M ・ 』 ・9 ・ r ・

ge 』 OBeKa 　G 　qeMO 几aHOM ．

こ の 老 人は 私だ っ た 。 〈…〉幕 の 最後に 扉 が 開 き，私が 入 っ て い く。 〈…〉 トラ ン ク

を持 っ て ， 愛想 よ く微笑 む 若者 と して ． 私が 。

11

　 『羨望亅， 「文学 の 技術」， 『
一

行 とて 書 か ざる 日 な し亅 そ れ ぞ れ の 場 面 で は
，

「老 人」 と 「若者」 と作者 の 距 離が 微妙 に 異 な っ て い る 。 『
一

行 と て 書 か ざる

日な し』 で は ， 「老人」 も 「若者」 も作者 と ほ とん ど重 な る 。 『羨望 』 の 場合 ，

「若者」 は 作者 と接近す る が
， 「老人」 に は 他者 の 性格 が 強 い

。 逆 に 「文学 の
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技術」 で は ， 「老 人」 が 作者 と近 く， 理 想 的な 「若 者」 に は 他者 の 性格が 強

い 。

12
こ う した違 い か ら ， 著者 オ レー シ ャ が 自 らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ を探 して

迷 っ て い た こ とが 分 か る 。

　こ の 迷 い の 中で ． 作者 は 他者が規 定す る ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 拒 み ，
ア イ デ ン

テ ィ テ ィ を規 定す る 権 力 を 自 ら の 手 に 保持 し よ うと して い た 。 「母 と似 た 鏡

像 」 を主 張 した よ うに 。
こ う した 他者 との 争い も また 『羨望亅 の 中 で 描 か れ て

い る 。 カ ヴ ァ レ ー ロ フ と ア ン ドレ イ は ， 互 い の ア イデ ン テ ィ テ ィ を争 っ て 規 定

しあ うの だ 。

13

　 卜 行 と て 書 か ざる 日 な し亅 と 『羨望1 に 共通 す る も う一 つ の 特徴 は ， 自 ら

を規 定 し よ うとす る 語 り手 が ， 自身で は な くも っ ぱ ら周 囲 の 事物 の こ と を語 っ

て い る こ とで あ る 。

　　『
一 行 とて 書 か ざる 日な し』 は 奇妙 な 自伝 で あ る 。 そ こ で 語 ら れ る の は 物語

的 な 伝記 で も ， 自己 に つ い て の 省察で もな い
。 ポ ジ ュ

ー ル が指摘 す る よ う に ，

そ こ で は結婚や 家族の 死 と い っ た生 涯 の 重大事 は 語 ら れ ず ， 周 囲 の 人物 や 事物

ばか りが 語 られ る 。

14　『羨望 亅 の 主 人公 も また ， 履歴 は ほ と ん ど語 らず ， 周 囲

の 人物 や 事物 ば か りに 言及す る 。
こ う した 行為に よ っ て 「私 」 の 姿 は 隠蔽 さ れ ，

他者 の 規定 を 逃れ る こ と に な る だ ろ う。

　 こ の よ うに ， 先行す る作品 との 類似 が 目立 つ 『
一

行 とて 書 か ざる 日 な し』。

そ れ は ， 過 去 の 作品 の 反復 に す ぎな い の だ ろ うか ？

　そ うで は な い
。 先行 す る 虚構の 主 人 公 を 離れ て ， 「私」 肖身の イ メ ー ジ を創

作 し よ う と した 『
一

行 とて 書 か ざ る 日 な 凵 。
こ れ は

， 死 を前 に した 作家 が ，

自 らの 創造で 自 ら を覆 っ た 作品 な の だ 。 書物 と して 人生 を保存 し よ う と した 作

家 は ， 自 らの 作品 の 主 題 系列の 中で 自己 イ メ ー ジ を創 造 した 。 彼 は 自 ら の 手 で

自 らの 肖像 を遺 した の で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　｛い わ もと　か ず ひ さ ・ 稚 内北 星 学 園短 期 大 学 ｝

注

　　 丁
一

行 と て 書 か ざ る 日 な し』 か ら の 引 用 は ， OAeteta
．

」眇．　H ．　 U36p ．　 M ．：

　XyAO ｝lcec ？ BeHHag 　gmepaTypa ，
1974 に よ り． （ ）内 に 頁 数 を記す 。

・
サ ラ ．コ フ マ ン r芸 術 の 幼年期一 フ ・ イ ト美学 の

一
解 椡 赤 羽 研 三訳・ 水声社 ・

　 　 1994年 を参照 。

2
　21Tennoecrcti髭，

五．」酎．　 Bny ｝KAaK ）皿 Ee 　OHH 晒 gpyrge 　pa60Tbi・M ・： HayKa
・
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7

89

lo

1112

13

14

BOCTOgHa 鰹 nHTepaTypa
， 重994．　C ．23重一232．

BocmMEEaHH ∬ oK 〕pHM　O 皿 e 皿 e ．　M ．：CoBeToKIIfi皿 caTeab
， 重975．　C ．9．

TaM 　2Ke ．　G ．2t．

TaM ？Ke ．　C ．197− ig8．

コ フ マ ン 前掲 書 お よ び ハ イ ン ッ ・コ フ
ー

ト 「自己愛 の 形態 と変形」 伊 藤 洸訳 ， P ．
H ．オ ー

ン ス タ イ ン 編 「コ フ ー ト入 門　　自己 の 探 求亅伊 藤洸 監訳 ， 岩 崎学術 出版
社 ， 1987年 ， 136− 169頁 を参照 。

On・u ・
・ 「o・ ff・ n ・ BeeT “ ・ paCCKas ・・．　 M ．・ XYA ・ ・Kee 。 Be 。HaA

nmepaTypa
，
弖965 ．　C ．426．

Vy∂areeea ・ M ・MaeTopcTEo 　K｝Pgfi　Onemfi．　M ．： HayKa
，
1972 ．　C ．79．

Po3a・itoea
，　E ．互 OPOMaH θ・CKa3Ke 　K）P朋 OnemH ．

頓 TPH 　TO 五 c ？ π K 齡 ／／

Bo 皿poc51　pyGGKog 　nETepaTypN ．1967 ．　Bam ．　t （4）．　C ．85．

CM ・・ M ・nn … 鵬 A・ ff・ 助 凪 脚 脚 CHH ・ 即 yPEe 　 p・6。 。 N ．

C．23宜一232。

Onewa
．

」配｝．　K 　nOBeOTR 　g 　paCOKa3N ．　G ．420。
詳 し くは

． 岩本 「「彼 ら亅 の 中の 「私亅　　1930年代 前 半 の オ レー シ ャ と 自己愛」，

rエ チ ュ
ー ド」 3

，
1996年 ， 58−77頁 を参照 。

岩本 「オ レ
ー

シ ャ の 作品 に み る ア イ デ ン テ イ テ イ の 問題 に つ い て 」， 『稚 内北 星学 園

短期 大学紀 要」 9 ， 1996年 ，
1−17頁 を参，照 。

B8α吻σM 乳　Etizabeth　KIOsty．　The 　lmagination　of 　Failure：　Fiction　and
Autobiography　in　the　Work 　of 　Yury 　Olesha〃 Autobiographical　Statements
in　Twentieth −Century　Russian　Literature　／　Ed ．　 by　Ja皿e　Gary 　Harris ．

princeton：Princetoll　University　Press，1990．　Pp ．127−128．

Ka∂3yxuca 〃8／M407 ℃）

　　　　　　　　　　　　KAK 　BHPA ）KATb 　CEBA ；

OKHHrE 　KDPH ∬ OJE 皿 M 　gH 翻　nHS 　BE3 　CTPO 畷KH 協

　　
巛 H “ 醐 ｛iC3　c ・p・ ・ … − y・ 闘 監a 畑 a ・ ・ 聞 ra 　K ｝脚 0 ・ ・田 ・．0 ・ ・ c・ 岬 期 ・

BocnoM 麗 HaH 舅 舞　脇　pa3M 麟 田 ∬ eH 闘 究　n 盟 caTe 」1薩
，　ero 　paccKa3　0 　ce6e

，
　 onHcaHMe

c・｛li‘：・BeHH ・涌 灘 3・・ 』 p・ … M ・↑・ xy 恥 嵐 ec ・・eH 跏 npO 盟
，

・ 藍・” ・p・藪 a 跚 P ・

『epo 鰍 pa3丑H 【｛a 鬣）TC 月．

　　B3 τo 最 cTaTbe 　Mb 匿跖 ccAe 及yeM　coorrHo 盟1eH 盟e　Me ）Klly 　a臼↑  poM 随 repoeM 　8 《 H 闘

双醐 6e3　CTpoqK 櫛 ．

　　KaK 　H3 駐ecTHo
，　O π e 皿 a 叩 ” Hanne ）Ka 』 K ∬ lo双窟 M 　TaKoro 罰cHxO π or 躙 ecKoro
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cKaana,  KoTopbiM  cBeticTBeH  Hapu"cc"3M.  3Ta  nclixenern-ecKaA  
uepTa,

 
B
 
cBoH)

OUepeAb,  cTafia  onpeneng}emeti  B  ero  TBopqecTBe,  nosToMy  ee  Heo6xon"Mo

ygmlilBaTh np"  vaccnelleBaHmt  cooTHomeHMg  repog  
H
 
aBTopa,

 
cTeneHM

 
"x

oTo)-cnecTBnelmg.

  O  caMoAK)6"M  Onem-  fi"ean"  B  BocnoM"HaHHAx  MHor"e  ero  coEpeMeHH"KM.

Hapll"cc"3M  fipogB"ncA  M  B  ero  TBopuecTBe,  BKAK)qaK)tlleM  aBTo6Morpacl]MqecK"e

MOT"Bbl.  ut3BeCTHg Bb[CKa3blBaHMe  n"CaTeil":  ec,[Eon)KeH  n"CaTb  TOnbKO  e  Ce6eD.

   M3  Hapll"ccn3Ma  aBTop  paccKa3an o  ce6e  B  "HH  AHg  6e3  cTpogKM".  OnHa  M]

TeM  3Tore  flpoM3BeneHMA  -  Bonpoc  <(KTo  llce  s?)}. B  KHli  nHA  6e3 cTpoqKm

ceAep)KaTc"  pa3ayMbg  aBTopa  e  cBoeM  pe)tcAeHMH "  e  qyBcTBe  cTpaxa  
cMepTM.

Co3naBag  3Te  "peM3BeAeHite,  oH  cTapa"cg  3a6blTb  CTpax  cMePTM,  noToMy  
qTo

onlicaHHall  )Kli3Hb  coxpaHMTcg  B  KH"re.

   B qHIt  nH"  6e3 c'rpouKM"  Onema  pa3MblulnfiA o  ce5e,  Bblpa)Kag  ce6"  nopa3HoMy.

OH  nonb3oBancg  nByMA  odpa3aMH:  cTaporo  xyRexcnMKa  M  KpacuBoro  
Manbu"Ka.

Oneula  "eHaB"AeG  acTaporo  xynox(HMKa",  M  ato6oBancg  KKpac"Bb!M  )vfaAbqMKoMb.

()6pa3 Kpac"eoro  ManbgMKa  cBA3aH  co  cKa3oqHblM  o6pa3oM  "pHHUa,  
3aToqeH}lorO

B  ABopue.  am6yAcb  KxpacMBblM  Manbg"KoM"  To  ecTb  co6oti,  oH  n"ca"  fienpo6Ho

o  cBoeM  qeTcTBe.

   BblAyMbsBag o6pa:lbt  fio-csoeMy.  crapastcb  peIu[fTb cBeM  c6pa],  O"ema  
oTKa3aJlcs

oT  o6pa3oB,  co3naHHblx  mpyr"MM.

   CocyrslecTBoBaHHe nByx  o6pa3oB  {[cTapMKa"  "  KMonoAuam  "  oTKa3  oT  o6pa3eB.

co3naHHblx  npyr"M".  --- TaK"e  uepTsl  fipMcymn  "  paH}IMM "poM3BeneH"gM  Ofle-".

OH  n"ca"  eH"  nH"  fie3 cTpouKMb.  o6be"uHgfi  CBoe  McKyccTBo  "  cBoio  )lc"3xb,  "

ocTaB"n  cBoM  o6pa3  B  KHHre.
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